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関西圏地盤情報ネットワーク 協定書 
 

関西圏地盤情報協議会（以下，「KG-C」という。），関西圏地盤ＤＢ運営機構（以下，「KG-A」

という。）及び関西圏地盤研究会（以下，「KG-R」という。）の３組織は，関西圏地盤情報データ

ベース（以下，「データベース」という。）を基本とする関西圏地盤情報ネットワーク（以下，

「KG-NET」という。）に関し，以下のとおり協定する。 

 

（目的） 

第１条  関西圏地盤情報の活用協議会（以下，「前協議会」という。）の活動を継承し，データベ

ースを“関西圏の財産”と位置づけ，関西圏における地盤情報活用の更なる発展を担うこ

とを目的とする。 

 

（関西圏地盤情報ネットワーク） 

第２条  KG-C，KG-A 及び KG-R の３組織は，前条の目的を達成するために，各々の役割を分

担し，KG-NET を形成して活動を展開する。なお，KG-C は，KG-NET を代表する。 

 ２  KG-NET 及び KG-C，KG-A，KG-R の呼称は，次のとおりとする。 

   ◇関西圏地盤情報ネットワーク：Kansai Geo-informatics Network 

   ◇KG-NET・関西圏地盤情報協議会 ：Kansai Geo-informatics Council 

   ◇KG-NET・関西圏地盤ＤＢ運営機構：Kansai Geo-informatics Agency 

   ◇KG-NET・関西圏地盤研究会   ：Kansai Geo-informatics Research Committee 

 

（関西圏地盤情報協議会） 

第３条  KG-C は，次の役割を分担する。 

   ・関西圏における地盤情報活用の促進・連携（方策の検討・企画，組織間の調整） 

   ・データベースの維持・活用及び地盤研究の支援 

 ２  KG-C は，国土交通省近畿地方整備局（以下，「整備局」という。）が主催し，整備局の

企画部と港湾空港部が事務局を務める。 

 ３  KG-C の構成員は，官公庁，公共および公益を目的とする法人，KG-C が委嘱する学識

者，民間の代表組織（各種協会）とする。なお，前協議会の正会員は，KG-C の構成員へ

移行する。 

 ４  KG-C の運営は，「関西圏地盤情報協議会 規約」に基づいて行う。 

 

（関西圏地盤ＤＢ運営機構） 

第４条  KG-A は，次の役割を分担する。 

   ・データベースの追加，更新及び維持管理 

   ・データベースの相互利用，提供 
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 ２  KG-A の運営実務は，一般財団法人 GRI 財団（以下，「財団」という。）が務める。財

団は，KG-C 幹事会の指導に従って KG-A を運営し，KG-C へ状況報告を行う。 

 ３  KG-A は，DB 利用会員を募集し，その DB 利用会費及びその他のデータベース利用料

等による収入を原資として運営する。DB 利用会員は，官公庁，公共および公益を目的と

する法人と研究機関・組織等，民間企業（建設・コンサルタント・調査会社等）を対象と

する。なお，前協議会のデータベース利用者は，KG-A の DB 利用会員へ移行する。 

 ４  財団は，KG-A の活動を公益事業の一環として，運営に関わる役務とデータベースシス

テムの提供に協力する。また，会費請求等において KG-A の代表者は財団代表理事とし，

KG-A・財団の連名で表記することを認める。 

 ５  KG-A の運営は，「関西圏地盤ＤＢ運営機構 運営規則・運営要領」に基づいて行う。

運営規則・運営要領の作成および改定については，KG-C の了承を得るものとする。 

 

（関西圏地盤研究会） 

第５条  KG-R は，次の役割を分担する。 

   ・データベースの活用による地域地盤特性の調査および研究 

 ２  KG-R は，KG-C 学識構成員が主催し，財団が事務局を務める。 

 ３  KG-R は，研究会員を募集し，その研究会費及びその他の研究事業等による収入を原資

として運営する。研究会員は，KG-R が委嘱する学識経験者と KG-C 構成員，DB 利用会

員に限定する。なお，前協議会の関西圏地盤研究会会員は，KG-R の研究会員へ移行する。 

 ４  KG-R を代表する者は，KG-R 委員長とする。また，研究成果の公表等を行う場合には，

「KG-NET・関西圏地盤研究会」とすることを原則とする。 

 ５  KG-R の運営は，「関西圏地盤研究会 規約」に基づいて行う。規約の作成および改定

については，KG-C の了承を得るものとする。 

 

（関西圏地盤情報データベース） 

第６条  データベースは，KG-C が管理・所有する。データベースに登録された原資料データの

所有権はデータ提供者に帰属する。 

 ２  KG-C 構成員は，データベース構築のために，自機関による地盤調査資料を KG-C に無

償で提供する。KG-C は更にその資料を KG-A に貸与する。 

 ３  KG-C は，データベースを KG-A と KG-R に無償で提供する。KG-A と KG-R は，各活

動の役割を果たすためにのみデータベースを使用する。 

 ４  データベース本体は，KG-A・財団内のコンピュータ・システム上に設置する。 

 ５  KG-AのDB利用会員へのデータベースの提供はCD-ROM形式又はWeb配信形式で行

う。ただし，デジタルデータ（生データ）の貸出しは KG-C の規定に基づくものとする。 
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（機密保持） 

第７条  KG-C，KG-A，KG-R の会員及び事務局は，職務に関して知得した秘密を他に漏らし，

または窃用してはならない。 

 

（協議） 

第８条  この協定に定めのない事項及び本協定に関し疑義及び紛争が生じたときは，KG-C，

KG-A 及び KG-R は協議して解決するものとする。 

 

（有効期間） 

第９条  この協定は，締結日から KG-NET がその役割を終了する日まで有効とする。 

 

この協定の成立を証すため，本協定書３通を作成し，KG-C，KG-A 及び KG-R は記名捺印のう

え，各自１通を保有する。 

 

令和5年7月28日  
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